
別紙２ 

－1－ 

林業測量・設計・調査積算基準（令和６年 10 月 20 日以降適用） 正誤表 
令和６年 10 月 17 日訂正 

ページ 項 目 正 誤 
 

Ⅳ－2－2 
 
 

 
第Ⅳ編第２章 
治山設計 

 
 

 

（省略） 

 

１－２ 流路工実施設計 

１－２－１ 適用範囲 

歩掛の適用範囲は流路工延長 1,000ｍ以下、流路工幅（流路工護岸天端間の内幅）60ｍ以下とし、流路工延長に

応じて１－２－３⑴の歩掛補正率により補正する。 

ただし、流路工延長 1,000ｍを超えるもの、流路工幅 60ｍを超えるものについては別途計上する。 

 

１－２－２ 標準歩掛   現地踏査： SS314  現地踏査以外： SS315  

（１箇所当たり） 

職 種 

区 分 

内 外 

業 別 

主 任 

技 師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

施設設計 

小 計 
補正の適用 

設 計 計 画 内 0.5 1.0 1.5    1-2-3⑴,⑶ 

基 本 事 項 検 討 内 0.5 1.0 1.0      〃 

施
設
設
計 

護 岸 工 内  1.5 1.0 2.0 3.0 (7.5) 1-2-3⑴ 

床 固 工 内  2.0 2.0 1.5 2.5 (8.0) 1-2-3⑷ 

帯 工 内    1.0 2.0 (3.0)  〃 

水 叩 き 工 内   1.5 1.5 1.0 (4.0) 1-2-3⑴ 

施工計画・仮設構造物設計 内   1.5 1.0 1.5  1-2-3⑴,⑶ 

数 量 計 算 内  1.0 2.0 2.5 3.0    〃 

照 査 内 0.5 1.5 0.9 0.9     〃 

総 合 検 討 内 1.0 2.0 0.5      〃 

報 告 書 作 成 内 1.0 1.5 1.5 1.0 2.0    〃 

合  計  3.5 11.5 13.4 11.4 15.0 (22.5)  

備考  １～２ （省略） 

３．上記２の場合は、施設設計の人員数の控除割合に応じて、設計計画、基本事項検討、施工計画・仮設構造物設計、

数量計算、照査、総合検討、報告書作成について、その人員数を減ずるものとする（１－２－３⑶参照）。 

４．床固工及び帯工を複数基設計する場合は、床固工及び帯工の人員を１－２－３⑷により補正するものとする。 

５～７ （省略） 

 

 

（省略） 

 

１－２ 流路工実施設計 

１－２－１ 適用範囲 

歩掛の適用範囲は流路工延長 250ｍ以下、流路工幅（流路工護岸天端間の内幅）60ｍ以下とし、流路工延長 250

ｍを超え 1,000ｍ以下については１－２－３⑴の歩掛補正率による。 

ただし、流路工延長 1,000ｍを超えるもの、流路工幅 60ｍを超えるものについては別途計上する。 

 

１－２－２ 標準歩掛    SS315  

（１箇所当たり） 

職 種 

区 分 

内 外 

業 別 

主 任 

技術者 
技師長 

主 任 

技 師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設 計 計 画 内   0.5 1.0 1.5   

基 本 事 項 検 討 内   0.5 1.0 1.0   

施
設
設
計 

護 岸 工 内    1.5 1.0 2.0 3.0 

床 固 工 内    2.0 2.0 1.5 2.5 

帯 工 内      1.0 2.0 

水 叩 き 工 内     1.5 1.5 1.0 

施工計画・仮設構造物設計 内     1.5 1.0 1.5 

数 量 計 算 内    1.0 2.0 2.5 3.0 

照 査 内   0.5 1.5 0.9 0.9  

総 合 検 討 内   1.0 2.0 0.5   

報 告 書 作 成 内   1.0 1.5 1.5 1.0 2.0 

合  計    3.5 11.5 13.4 11.4 15.0 

備考  １～２ （省略） 

３．上記２の場合は、施設設計の人員数の控除割合に応じて、設計計画、基本事項検討、施工計画・仮設構造物設計、

数量計算、照査、総合検討、報告書作成について、その人員数を減ずるものとする。 

４．床固工及び帯工を複数基設計する場合は、床固工及び帯工の人員を１－２－３⑶により補正するものとする。 

５～７ （省略） 

 

 



 

－2－ 

林業測量・設計・調査積算基準（令和６年 10 月 20 日以降適用） 正誤表 
令和６年 10 月 17 日訂正 

ページ 項 目 正 誤 
 

Ⅳ－2－3 
 
 

 
第Ⅳ編第２章 
治山設計 

 
 

 

１－２－３ 歩掛の補正等 

⑴～⑵ （省略） 

 

⑶ 施設設計の人員数控除補正 

  補正係数＝１－Ｄ 

Ｄ（控除割合）＝控除する工種の合計人員／施設設計合計人員（小数第３位四捨五入２位止め） 

例）水叩き工を控除する場合 

   Ｄ（控除割合）＝水叩き工合計 4.0 人／施設設計合計 22.5 人＝0.18 

   →施設設計以外の区分の各人員に補正係数 0.82（１－0.18）を乗じる。 

 

⑷ 床固工・帯工の複数基の補正 

（省略） 

 

１－２－４ 数量計算及び照査（簡略版）  

⑴ 数量計算   SS316  

                                     （100ｍ当たり） 

職 種 

区 分 

内 外 

業 別 
技師長 

主 任 

技 師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

数 量 計 算 内     1.77 1.77 

 

（以下省略） 

 

 

１－２－３ 歩掛の補正等 

⑴～⑵ （省略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

⑶ 床固工・帯工の複数基の補正 

（省略） 

 

１－２－４ 数量計算及び照査（簡略版）  

⑴ 安定計算及び数量計算   SS316  

                                     （100ｍ当たり） 

職 種 

区 分 

内 外 

業 別 
技師長 

主 任 

技 師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

数 量 計 算 内     1.77 1.77 

 

（以下省略） 

 

 


